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1. 会議の状況 

報告者は、2015 年 7 月 5 日～11 日にスペイン、バルセロナの Palau de Congressos de Catalunya
にて開催された 20th International Conference on Magnetism (ICM2015)に参加し、フラストレート

クラスター磁性体 Li2AMo3O8(A = In,Sc)の置換効果に関する研究成果について の発表を行っ

た。また、化合物磁性における自身の関連分野だけでなく様々な研究分野の発表を聞き、最先

端の磁性研究の動向の調査を行った。 
 

ICM は磁性に関連する国際会議としては最大級の規模を有しており、磁性に関する基礎から

応用、実験技術などの様々な議論が活発になされている。参加者は開催地のスペインだけでな

く、フランス・ドイツ・イギリス・イタリア・ロシア・日本・アメリカ・中国などの世界中の

研究機関の磁性の研究者である。650 件の口頭発表および 1800 件のポスター発表が行われた。 

 

報告者は、Highly Frustrated Magnetism というセッションにて発表を行った。報告者の研究課

題であるスピンフラストレーションに関する研究は、磁性研究の一大トピックスであることも

あり、関連した成果報告が数多くあった。その発表内容はすでに論文として出版されているも

のが大多数を占めているような印象を受けた。また、報告者が取り扱ったフラストレートする

クラスター磁性体の研究についての発表は、まだまだ着目している研究者の数はそれほど多く

ないことを実感し、報告者自身が先駆的に研究を進めて行かなくてはならないと感じられた。

今回は報告者にとって初めての国際会議の発表であり、多くの人と本研究内容についてディス

カッションを行うことができた。また、世界の磁性研究者に報告者の研究内容を宣伝すること

ができた。さらに、共同研究の打診もいただくなど、本研究テーマのさらなる発展が期待され

るものとなり、非常に有意義な会議参加となった。 
 
２. 成果概要 

 クラスター磁性体において、クラスター内で電荷の位置が不確定になる「クラスター内の局

所電荷揺らぎ」が物性を左右する重要なパラメータとなっていることが理論的にも提唱されて

おり、局所電荷揺らぎとクラスター間の磁気相関との競合・協奏効果による新奇物性の発現が

期待できる。 
報告者は、Li2ScMo3O8という新規フラストレートクラスター磁性体を発見することに成功し、

比熱測定や NMR 測定により、本物質の基底状態がスピン液体であることを明らかにし、また

同様の構造を有する Li2InMo3O8 では三角格子磁性体に特徴的な 120°構造の磁気秩序状態にな

ることを明らかにした。両者の基底状態の違いの起源として、局所電荷揺らぎが大きくなるこ

とで、電荷がクラスターの中心ではなく頂点でランダムに凍結することで磁気秩序が抑制され

るというメカニズムを提唱した。また、クラスター磁性体において、格子パラメータの変化に

より局所電荷揺らぎの大きさを制御することで、巨視的な物性の制御することができる可能性



を提示した。 
これらの局所電荷揺らぎの効果を検証するため、Li2ScMo3O8 および Li2InMo3O8 の固溶体

Li2In1-xScxMo3O8 の合成により、格子パラメータの制御を試みた。0.3<x<0.9 の領域において、

理論的に予言されている VBS の形成を示唆するような振舞が観測された。しかし、これらの

振舞は格子パラメータに対して系統的ではなく、同様に VBS 的な振舞が観測されている類似

化合物 LiZn2Mo3O8 についても、イオン間の乱れの存在が過去の報告により明らかになってい

ることから、本系における VBS 的な振舞は格子の乱れにより引き起こされているのではない

かという可能性を提唱した。 
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